
公益目的支出計画に基づき、平成２９年度に実施した継続事業は次のとおりです。 

 

１ 舞台芸術公演 

  平成 29 年度は、県立芸術劇場、宮崎市民文化ホール、延岡総合文化センターと提携して、下記の

公演を開催しました。 

 

  （1）「市川海老蔵 古典への誘い」 

    平成 29 年 4 月 16 日（日）宮崎市民文化ホール 

  入場者数 1,800 名 
 

  （2）「チャイコフスキーシンフォニーオーケストラ」 

    平成 29 年 11 月 11 日（土）メディキット県民文化センター 

      入場者数 1,530 名 
 

  （3）「劇団四季公演 ﾐｭｰｼﾞｶﾙ ｱﾝﾃﾞﾙｴｾﾝ」 

    平成 29 年 12 月 2 日（土）延岡総合文化センター 

      入場者数 1,110 名 

 

 

２ 文化芸術振興事業 

  平成 29 年度は、宮崎県立美術館、宮崎県総合博物館、みやざきアートセンターと提携して、下記の展覧会

を開催しました。また、ギャラリートークや各種関連イベントを実施しました。 

 

 （1）「日本南極観測６０周年記念 南極展」 

    平成 29 年 7 月 15 日（土）～ 9 月 3 日（日）宮崎県総合博物館 

 入場者数 20,730 名 
 

  （2）「夢の美術館 －めぐりあう名画たち－」 

    平成 29 年 7 月 22 日（土）～ 9 月 3 日（日）宮崎県立美術館 

 入場者数 28,258 名 
 

  （3）「ｱｰﾄﾞﾏﾝ・ｱﾆﾒｰｼｮﾝｽﾞ設立 40 周年記念 ひつじのショーン展」 

    平成 29 年 12 月 9 日（土）～平成 30 年 1 月 28 日（日）みやざきアートセンター 

入場者数 19,405 名 
 

 

 

３ 文化講演会 

  本県の文化・学術の振興を目的に文化講演会を実施しました。 

「宇宙飛行士 土井隆雄 講演会 －宇宙への夢～新たなる挑戦－」 

平成29年11月19日（日） メディキット県民文化センター  入場者数 662名 

 



４ 臨床心理士相談事業 

  平成 29 年度は、宮崎東高等学校、延岡青朋高等学校、五ヶ瀬中等教育学校で実施しました。 

  また、宮崎県教育研修センターに臨床心理士を派遣し、生徒・保護者への相談事業及び相談員へ 

の研修を実施しました。 

 

  相談件数：272 件 

 

 

５ スクールコンサート 

  平成 29 年度は、児湯地区及び西諸地区・日向地区の公立学校、計 65 校を対象に 59 公演を実施し

ました。 

   （内訳） 

     小学校  39 校 

     中学校  23 校 

     高等学校  1 校 

     支援学校  2 校 

  鑑賞者数：約 10,200 名 

 

 

６ 文芸活動振興事業 

   平成 29 年度は、わくわく文芸講座を平成 29 年 7 月 9 日（日）に県立図書館で開催しました。 

歌人・国文学者・文芸評論家として活躍される島内景二氏を招聘し、「源氏物語」を題材に講演

会を行いました。 

また、小説・文芸評論、エッセーと詩・童話、短歌、俳句の４部門に分かれ、専門講師による

「文芸講座」を実施しました。 

 

全体会  「『源氏物語』を読んで日本文化を変えよう」 講師 島内景二氏  

 

第１分科会（小説・文芸評論）「自分にしか書けない短編小説を書こう」 講師 曽原紀子氏 

第２分科会（ｴ ｯｾｰ・詩・童話）「朗読、合評会のススメ」       講師 藤﨑正二氏 

第３分科会（短 歌）        「短歌を詠む楽しさ」         講師 志 垣 澄 幸 氏 

第４分科会（俳 句）        「日常を五・七・五に」         講師 布施伊夜子氏 

     参加者数：144 名 

 

  文芸誌しゃりんばい第 40 号を発刊、県内の高校生の文芸作品も掲載して、県内の学校及び図書館 

 等に寄贈しました。 

 

寄贈冊数 1,300 冊 

 



７ 宮崎県教職員互助会美術展 

  第 40 回宮崎県教職員互助会美術展をアンデパンダン方式で、県内 3 会場で開催しました。 

   宮崎展 宮崎県立美術館 平成 30 年 1 月 6 日（土）～1 月 13 日（土） 

       入場者数   699 名 

   都城展 都城市立美術館 平成 30 年 1 月 16 日（火）～1 月 21 日（日） 

       入場者数  301 名 

   延岡展 延岡総合文化センター 平成 30 年 1 月 25 日（木）～1 月 31 日（水） 

       入場者数  340 名 

   入場者数合計   1,340 名 

 

   展示作品数 

    公募作品 110 点 県外公募展入選作品 15 点 遺作品展 8 点 原画作品 7 点      

カードアート展作品 24 点 色紙等作品 21 点   展示作品数合計 １８５点 

 

   芸術活動の振興を図るため、絵画・書・写真・彫刻・工芸等の各部門の作家によるパネルディス

カッションとギャラリートークを実施しました。 

   平成 30 年 1 月 7 日（日） 参加者数 75 名 

    －第 1 部－ パネルディスカッション 

          会 場 宮崎県立美術館 １階アートホール 

          ﾊﾟﾈﾘｽﾄ 二宮勝憲氏（美術平面） 

              八木常憲氏（美術立体） 

              清野芳孝氏（  書  ） 

              廣瀬嘉昭氏（ 写  真 ） 

    －第２部－ ギャラリートーク 

          会 場 宮崎県立美術館 2 階県民ギャラリー 

          講 師 二宮勝憲氏（美術平面） 

              八木常憲氏（美術立体） 

              清野芳孝氏（  書  ） 

              廣瀬嘉昭氏（ 写  真 ） 

 

 

８ スポーツ支援事業 

  第 7 回エンジョイスポーツフェスティバルを開催しました。 

     都城市  高 城 運 動 公 園 総 合 体 育 館 平成 29 年 10 月 14 日（土） 

 参加者数   405 名 

  

また、本県のスポーツ競技力向上のため、宮崎県高等学校体育連盟を通して「水球・体操･ヨッ

ト･ホッケー」の 4 競技団体への支援のほか、ジュニア・アスリート育成のためのメディカルチェ

ック事業を実施しました。 


